
.患者検体及び供血者検体のHCウイルスはGenotypeIEIく2alであった..

く4J担当医の見解

l副作用の程度は非重篤であり本剤との関連性は可能性がある.現在- ASTノ

ALTは正常であるがHCVコアタンパクが上昇しており,免疫抑制状態のため

にASTノALTの増加がなく, HCV抗体も陰性と考えられる.輸血によるH
C V感染が疑われるo

く51併用薬等

.当該患者は-輸血と同時期にプレドニゾロン,シクロスポリン,抗ヒpト胸腺

細胞ウマ免疫グロブリンを併用していたo

4 今後の対応

くり患者と献血者とのHCウイルスの相同性の確認を引き続き行う.

く21当該患者のフオロ-アップを引き続き行うo

く31血液の安全対策の推進

r輸血医療の安全確保のための総合対策Jを着実に実施する.
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